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男
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同参
画センター情報誌

第３１号

本
市
で
は
「
生
き
生
き

と
し
た
ふ
れ
あ
い
の
都
市
ふ

な
ば
し
」
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨

平
成
十
三
年
に
「
船
橋

市
男
女
共
同
参
画
計
画
え
ふ

ｆ
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、様
々

な
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
新
た
な
課
題

や
、
前
計
画
に
引
き
続
き
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

そ
の
中
で
、
第
二
次
計

画
は
、
市
と
し
て
特
に
力
を

入
れ
る
べ
き
喫
緊
の
課
題
に

絞
り
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
性
格

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
に
基
づ
く
計
画
で
、

本
市
の
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で

す
。

基
本
理
念

前
計
画
と
同
様
に
三
つ

の
柱
を
基
本
理
念
と
し
て
い

ま
す
。

①
男
女
平
等
と
人
権
の
尊
重

男
女
共
同
参
画
社
会

の
根
底
を
な
す
の
は
、

人
権
の
尊
重
で
す
。
社

会
全
体
で
の
男
女
平
等

意
識
の
浸
透
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

②
政
策
立
案
、
方
針
決
定
の

場
へ
の
男
女
共
同
参
画

　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

場
へ
男
女
が
と
も
に
積

極
的
に
参
画
し
、
意
見

が
反
映
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
責
任
を
担
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

③
家
庭
生
活
と
社
会
生
活
の

両
立

　
　

男
女
が
と
も
に
生
き
生

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
を
図
り
ま
す
。

計
画
の
期
間

平
成
二
十
四
年
度
～
平

成
二
十
八
年
度
ま
で
の
五
年

間
で
す
。

基
本
計
画

「
施
策
の
体
系
」
に
示
し

た
と
お
り
、「
人
権
が
尊
重

さ
れ
男
女
が
平
等
で
あ
る
社

会
の
推
進
」
を
目
標
と
し
、

三
つ
の
課
題
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

Ⅰ
．
男
女
が
多
様
な
生
き
方

を
選
択
で
き
る
社
会
の

創
造

　
　

男
女
平
等
意
識
の
浸
透

を
図
り
、
家
庭
、
地
域
、

職
場
等
の
あ
ら
ゆ
る
場

で
男
女
が
性
別
や
年
齢

に
関
わ
り
な
く
、
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
、
い
き
い
き
と
暮
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【施策の体系】
（課 題） （方 針） （方 策）

Ⅱ．男女がともに政
策・方針決定の場
へ参画し、両者の
意思が反映された
社会の実現

Ⅲ．女性と男性の間に
生じる暴力の根絶

計画の総合的・効果的な推進（計画の進行管理）

Ⅰ．男女が多様な生き方
を選択できる社会の
創造

１．男女共同参画の視
点に立った制度・
慣行の見直し

①男女平等意識の浸透
②家庭や地域社会における男女平等
に関する教育・学習の推進、啓発

①子育て支援の充実
②介護支援の充実
③地域活動への参画促進

①労働の場における男女平等の推進
②女性の再就職支援
③多様な働き方を可能にする各種制度
の周知徹底

①企業等への仕事と生活の調和の啓発
②個人への仕事と生活の調和の推進

①審議会等への女性の参画の拡大
②企業や行政等における女性管理職の
拡大
③町会・自治会等役員への女性の参画
の促進

①相談体制の充実
②被害者救済と自立への支援
③関係機関との連携

①新たな加害者・被害者を生みださな
いための予防啓発
②セクシュアル・ハラスメントの防止
③若年層を対象とする※2ＤＶ予防啓発

２．家庭・地域におい
て共同参画できる
支援の充実

３．男女が平等な働き
方ができる社会の
実現

４．仕事と生活の調和
　　（※1ワーク・ライフ・

バランス）の推進

１．政策・方針決定過程へ
の女性の参画の促進

１．配偶者等からの暴力
の被害者に対する支
援

２．女性と男性の間に生
じる暴力を許さない
環境づくり

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
平
等
で
あ
る
社
会
の
推
進

用語解説

※１「ワーク・ライフ・バランス」
　ワーク･ライフ･バランスとは、男性も女性も、仕事、家庭生活、地域活動、個人の自己啓発など、
様々な活動を自分の希望するバランスで実現できることをいいます。望ましいバランスは、人
によっても違いますし、青年期・子育て期・中高年期といったライフステージによっても変化
します。ワーク・ライフ・バランスの実現のためには、これまでの働き方を見直すことが重要
になります。
　ワーク・ライフ・バランスが実現すれば、個人は、より充実した生活をおくり、成長しなが
ら働くことができ、企業としても、社員の力を十分に引き出して、持続的に発展することができ、
社会全体にも活力が生まれます。

※２「ＤＶ」
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人などの親密な関係にあるパート
ナーから受ける暴力のことです。身体に対するものだけでなく、精神的なもの・経済的なもの・
性的なものなども含まれます。個人の尊厳を害するばかりでなく、犯罪となる行為です。
　けんかとは違い、どちらかから一方的に継続して振るわれる暴力で、その間には支配と従属
の関係があります。また多くの加害者には、優しくなったり、暴力をふるったりを繰り返すと
いうサイクルがあります。

「第２次船橋市男女共同参画計画」
えふｆプランがスタートしました
～男女が互いにその人権を尊重しつつ、ともに責任も分かち合い、

個性と能力を十分に発揮できる社会の実現を目指して～

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
男
女
が
と
も
に
政
策
・

方
針
決
定
の
場
へ
参
画

し
、
両
者
の
意
思
が
反

映
さ
れ
た
社
会
の
実
現

　
　

男
女
と
も
に
、
行
政
や

企
業
、
地
域
組
織
等
の

意
思
決
定
過
程
に
参
画

し
、
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

Ⅲ
．
女
性
と
男
性
の
間
に
生

じ
る
暴
力
の
根
絶

　
　

個
人
の
人
権
に
対
す
る

深
刻
な
侵
害
で
あ
る
暴

力
の
根
絶
は
、
男
女
が

平
等
で
、
互
い
の
尊
厳

を
重
ん
じ
た
対
等
な
関

係
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
重
要
課
題
で
す
。

計
画
の
総
合
的
・
効
果
的
な

推
進

　
　

事
業
の
実
施
状
況
や
市

民
意
識
に
つ
い
て
検
証

を
行
い
、
計
画
を
全
庁

的
な
取
組
と
し
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。



働
く
女
性
の
応
援
講
座
（
全
二
日
）

平
成
二
十
四
年
度　
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座
よ
り

～
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
実
現
に
向
け
て
～

　
一
日
目
　
平
成
二
十
四
年
六
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
久
保
田 

裕
子
氏
（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

　
二
日
目
　
平
成
二
十
四
年
六
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
小
林 

透
氏
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
今
井 

陽
子
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

活
き
活
き
と
仕
事
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
仕
事
と
生

活
（
子
育
て
や
介
護
、
ま
た
自

分
自
身
の
充
実
な
ど
）
の
調
和

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
今
回
は
女
性
を
対

象
に
、
二
日
に
わ
た
り
講
座
を

開
催
し
、
仕
事
を
し
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
復
職

し
た
い
と
い
う
方
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
閉
症
の
ご
長
男
と
う
つ
病

の
妻
を
も
ち
、
仕
事
の
ほ
か
に

育
児
、
家
事
、
介
護
に
追
い
か

け
ら
れ
る
状
況
の
中
で
、
同
期

の
ト
ッ
プ
で
取
締
役
と
な
ら
れ

た
佐
々
木
さ
ん
。
ご
家
族
の
こ

と
に
つ
い
て
淡
々
と
説
明
さ
れ

た
上
で
、「
障
害
や
う
つ
病
な

ど
何
ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
抱
え
て
い
る
人
が
、
日
本

の
人
口
の
五
人
に
一
人
は
い

る
。
こ
の
現
状
か
ら
、
家
族
に

問
題
が
い
つ
生
じ
て
も
不
思
議

で
は
な
く
、
誰
で
も
等
し
く

持
っ
て
い
る
リ
ス
ク
で
あ
っ

て
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
全

く
な
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
は
、
個
人
も
会
社
も

　

女
性
起
業
家
・
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
久
保
田
さ
ん
に
よ
る

講
演
で
は
、
会
社
務
め
の
時
、

準
備
期
間
か
ら
関
わ
っ
て
き
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
女
性
で
あ
る

が
故
に
は
ず
さ
れ
、
後
輩
男
性

が
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
頃
勉
強
し
て

い
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
き
っ
か
け
に
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
に
出
会
い
、
仕
事
を
す
る

意
義
を
見
つ
め
直
し
、
家
族
の

一
日
目

「
自
分
ら
し
く
仕
事
を

続
け
る
た
め
に
は
」

二
日
目

「
自
分
も
会
社
も
納
得

で
き
る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
践
」

理
解
も
得
て
起
業
を
す
る
決
心

を
し
た
経
験
談
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
参
加
者
た
ち
の

座
談
会
と
し
、「
自
分
の
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
」
に
つ
い
て
の
語
り
合
い

を
通
し
「
日
々
の
生
活
に
追
わ

れ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
自
分
の

気
持
ち
を
整
理
す
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
労
務
士
の
今
井
さ

ん
に
は
働
き
な
が
ら
出
産
、
育

児
中
に
、
時
間
を
有
効
活
用
し

て
資
格
取
得
を
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
協
力
者
の
必
要
性
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
小
林
さ
ん
に
女
性
が

雇
用
さ
れ
る
上
で
知
っ
て
お
き

た
い
法
令
制
度
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
と
今
井
さ
ん
は

「
雇
用
す
る
側
」「
雇
用
さ
れ
る

側
」
の
関
係
で
も
あ
り
、
両
者

の
具
体
例
を
あ
げ
て
の
講
義
で

二
つ
の
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
法
律
で
守
ら
れ

た
自
分
の
権
利
と
会
社
側
の
考

え
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
行
動
を
し
て
い

く
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
両
者
が
納
得
で
き
る

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

を
実
現
す
る
た
め
に
双
方
が
努

力
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

久保田さん

講座風景 展示風景

運営委員企画
「行ってみよう！クイズと交流会」

今井さん

小林さん

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
二
十
四
年
度
（
第
十
五
回
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平成24年度
11月25日（日）開催
場所　中央公民館６階大講堂
講師　佐々木 常夫氏
　　　（株式会社東レ経営研究所特別顧問）
テーマ　私は仕事も家族もあきらめない

平成23年度
11月27日（日）開催
場所　中央公民館６階大講堂
講師　田部井 淳子氏（登山家）
テーマ　世界の山々をめざして
　　　　～エプロンはずして夢の山～

共
に
成
長
す
る
た
め
の
経
営
戦

略
と
考
え
、
自
分
の
時
間
を
取

る
た
め
の
、
最
大
の
障
害
が
長

時
間
労
働
と
非
効
率
労
働
と
捉

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
タ
イ

ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
仕

事
の
効
率
化
に
つ
い
て
、
具
体

例
を
交
え
、
分
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

周
囲
の
人
に
家
族
や
仕
事
の

話
を
す
る
と
、
自
分
だ
っ
た
ら

仕
事
を
辞
め
て
い
る
、
な
ど
と

よ
く
言
わ
れ
る
と
い
う
佐
々
木

さ
ん
。
し
か
し
、「
自
分
が
選

ん
だ
妻
で
あ
り
、
自
分
の
子
で

あ
り
、
自
分
が
選
ん
だ
仕
事
な

の
だ
か
ら
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば

ど
う
す
る
の
だ
、
と
い
つ
も
思

う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
々
木
さ
ん
の
お
母
様

が
口
癖
の
よ
う
に
お
話
さ
れ
て

い
た
と
い
う
「
運
命
を
引
き
受

け
よ
」「
頑
張
っ
て
も
結
果
は

出
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
頑

張
ら
な
け
れ
ば
結
果
は
出
な

い
」
と
い
う
言
葉
も
印
象
的
で

し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
か
ら
も
、
質

疑
・
応
答
の
場
面
で
は
、
仕
事

と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た

め
の
質
問
が
出
る
な
ど
、
佐
々

木
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
置
き

換
え
て
聞
き
入
っ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

　

田
部
井
さ
ん
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
山
岳
会
に
入
会

し
、
登
山
活
動
に
力
を
注
い
で

い
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
に

は
エ
ベ
レ
ス
ト
日
本
女
子
登
山

隊
副
隊
長
と
し
て
、
エ
ベ
レ
ス

ト
の
女
性
登
頂
に
成
功
し
、
平

成
四
年
に
は
世
界
初
の
女
性
七

大
陸
最
高
峰
登
頂
者
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
通
し
、
男
性
と

女
性
で
は
体
力
等
の
差
は
あ
る

も
の
の
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
男
性

で
も
女
性
で
も
何
事
も
成
し
遂

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は

夫
の
家
事
・
育
児
の
協
力
に
助

け
ら
れ
た
こ
と
が
夢
の
実
現
の

大
き
な
支
え
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
活
動
で
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
避
難
所

の
方
と
登
山
を
し
た
り
、
登
山

以
外
に
も
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
習
っ

た
り
す
る
な
ど
、「
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
で
き
る
毎
日
の

積
み
重
ね
が
、
自
分
を
豊
か
に

さ
せ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら

三
十
日
（
土
）
ま
で
の
一
週

間
、
多
く
の
方
々
に
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

第
十
五
回
船
橋
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
（
六

月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
）」

に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
縦
糸　

わ
た
し
横

糸　

織
り
な
そ
う　

明
日
へ
向

か
っ
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

利
用
団
体
が
趣
向
を
こ
ら
し
て

講
座
や
ビ
デ
オ
上
映
、
展
示
な

ど
に
よ
り
、
女
性
の
社
会
参
加

や
Ｄ
Ｖ
の
問
題
、
環
境
問
題
、

防
災
に
つ
い
て
な
ど
た
く
さ
ん

の
情
報
を
発
信
し
、
大
勢
の
市

民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
新
た
に
運
営
委
員
企

画
と
し
て
、「
行
っ
て
み
よ
う
！

ク
イ
ズ
と
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
利
用
団

体
の
方
や
一
般
市
民
の
方
が
一

緒
に
な
っ
て
、
第
二
次
船
橋
市

男
女
共
同
参
画
計
画
を
基
に
し

た
○
×
ク
イ
ズ
、
子
育
て
世
代

の
夫
婦
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
を
考
え
る
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

演
技
力
抜
群
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
は
、
掛
け
声
が
掛
る
ほ
ど
盛

り
上
が
り
、
会
場
は
笑
い
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
活
動

や
生
活
を
通
し
て
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
世
代
に
お
い
て
考
え

る
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

意
見
は
多
岐
に
わ
た
り
、
他
の

団
体
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
、

楽
し
く
有
意
義
だ
っ
た
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



　

Ｓ
Ｌ
Ａ｢

四
季
の
会｣

は
、

中
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
甲
斐
・

経
済
に
関
す
る
助
言
や
啓
蒙
活

動
に
よ
り
、
中
高
齢
者
の
自
助

自
立
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

内
閣
府
の
外
郭
団
体
「
シ
ニ
ア

ル
ネ
サ
ン
ス
財
団
」
に
よ
る
講

座
・
資
格
試
験
の
合
格
者
シ
ニ

ア
・
ラ
イ
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（Senior Life Advisor

）
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
平
成
八
年

か
ら
セ
ン
タ
ー
に
登
録
団
体
と

し
て
毎
月
、
内
外
に
視
野
を
向

け
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

｢

年
金
問
題｣

｢

悪
徳
商
法
に

ご
用
心｣

｢

賢
い
消
費
者
に
な

ろ
う｣

｢

成
年
後
見
人
制
度｣

等
々
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
積
極

的
に
参
加
。
平
成
十
二
年
に
は

そ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と
め
て

｢

四
季
の
会
一
〇
〇
回
記
念
誌｣

を
作
り
、
そ
の
後
の
活
動
の
励

み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

地域で輝く男
ひ

性
と

　船橋ＳＬネットワーク代表として、地域防災活動を続ける片桐さん。講演だけでなく、救護方
法のレクチャーから地域における防災組織の立ち上げに関するコンサルティングまでと幅広く活
動されており、お話を聞かせていただきました。

― 片桐卓さん ―

船
橋
Ｓ
Ｌ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

団
体
名
の
由
来
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
関
東
地
区
で
大
規
模

災
害
が
起
き
た
時
に
対
応
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
養
成
さ
れ
た
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
（Safety 

Leader

）
が
集
ま
り
、
平
成

十
八
年
に
船
橋
Ｓ
Ｌ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。
地
元

に
災
害
が
あ
っ
た
時
に
動
け
る

人
間
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

基
本
は
、
自
分
の
命
を
守
る
事

を
優
先
と
し
て
い
ま
す
が
、
地

域
の
人
に
そ
の
考
え
を
伝
え
、

そ
し
て
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と

で
、
仲
間
が
増
え
、
ま
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
す
。
そ

れ
が
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
時

に
、
避
難
所
等
で
役
立
つ
こ
と

と
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
応
急

手
当
法
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
活

用
し
た
防
災
講
座
な
ど
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

現
役
時
代
か
ら
地
域
の
人
達

と
関
係
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
会
社
を
退
職
し

て
何
か
し
た
い
と
考
え
て
い
た

時
に
、
地
域
の
災
害
講
習
会
に

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。そ
の
後
、こ
の
活
動
を
も
っ

と
回
り
の
人
た
ち
に
も
伝
え
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
今
も
活
動

し
て
い
る
理
由
で
す
。

現
在
の
会
員
数
を
教
え
て
下

さ
い合

計
六
十
四
名
で
す
。
そ
の

う
ち
女
性
の
会
員
は
三
分
の
一

の
二
十
一
人
で
す
が
、
と
て
も

積
極
的
で
パ
ワ
フ
ル
な
の
で
、

Ｓ
Ｌ
と
は
実
は
、
ス
ー
パ
ー
レ

デ
ィ
（Super Lady

）
の
略

で
は
な
い
か
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

日
中
に
災
害
が
起
き
た
場
合

は
、
女
性
が
家
に
い
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
被
災
者
と
し

て
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
も
、
女
性
目
線
で
災
害

時
の
在
り
方
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

大
変
だ
っ
た
こ
と
や
、
や

り
が
い
を
感
じ
た
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
災
害

時
の
対
策
に
興
味
を
も
っ
て
い

る
人
が
と
て
も
少
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
発
足
し
た
当
初
は
、

公
民
館
な
ど
で
講
座
を
開
い
て

も
集
ま
り
が
悪
く
、
講
座
開
催

自
体
に
も
消
極
的
で
し
た
。

　

や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は
、

中
越
地
震
や
東
日
本
大
震
災
で

普
段
の
訓
練
が
活
か
せ
る
こ
と

を
実
感
し
た
と
き
で
す
。

今
後
も
大
震
災
の
発
生
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い
。

昨
年
以
降
、
災
害
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
人
数
が
集
ま
れ
ば

小
規
模
で
も
講
座
を
開
く
な
ど

の
地
道
な
活
動
を
行
い
、
市
内

全
域
で
意
識
を
持
っ
た
人
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
避
難
所
防
災
訓
練
に
は

今
後
も
積
極
的
に
協
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
助
・
共
助
・
公
助
と
言
い

ま
す
が
、
大
規
模
災
害
が
起
き

た
時
に
は
、
公
は
沢
山
の
事
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

自
助
と
し
て
命
が
助
か
り
、
家

族
の
安
否
が
確
認
で
き
た
人

が
、
率
先
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
・
避
難
所
運
営
な
ど
に
参

加
し
、
公
が
で
き
な
い
も
の
を

自
分
達
で
行
っ
て
い
く
必
要
性

を
伝
え
た
い
で
す
。
公
が
や
っ

て
く
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
自
分
達
が
率
先
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
市
民
協

働
と
い
う
考
え
に
も
な
り
ま
す

が
、今
後
、こ
の
意
識
改
革
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
、ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
災
害
が
起
き

た
時
に
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
ま
た
災
害
が
起
き
る
前

に
何
を
準
備
し
て
お
く
べ
き
な

の
か
、
防
災
に
必
要
な
知
識
を

集
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
開
か
れ
て
い
る
講
座
に
参

加
し
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

片桐　卓さん

利
用
団
体
の
紹
介

セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
か
ら
活
動
内
容
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

　

Ｇ
Ｗ
Ｔ
と
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(Group 

W
ork Training)

の
頭
文
字

を
採
っ
た
も
の
で
「
さ
ま
ざ
ま

な
ツ
ー
ル
と
手
法
を
用
い
た
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
体
験
学
習
」
を

会
員
間
で
相
互
啓
発
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
コ
ン
セ

ン
サ
ス
」
そ
し
て｢

価
値
観
の

相
互
理
解｣

や｢

新
し
い
気
付

き
の
発
見｣

等
の
有
用
性
を
学

び
、
自
己
や
他
者
及
び
グ
ル
ー

プ
の
在
り
方
を
探
り
な
が
ら
新

し
い
可
能
性
に
つ
い
て
も
皆
で

追
求
し
高
め
あ
っ
て
お
り
ま

す
。

　

老
若
男
女
、
各
層
間
の
理
解

と
融
和
が
一
層
求
め
ら
れ
る
雑

ぱ
く
で
混
沌
と
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
昨
今
、
Ｇ
Ｗ
Ｔ
の
担
う

役
割
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
自

負
し
な
が
ら
楽
し
く
研
鑽
に
励

ん
で
お
り
ま
す(

定
例
会
原
則

月
一
回)

。

　

な
お
現
在
、
ふ
な
ば
し
市
民

大
学
や
習
志
野
市
市
民
カ
レ
ッ

ジ
に
於
い
て
、
講
座
を
受
け
持

た
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
Ｐ
Ｒ

の
機
会
を
少
し
ず
つ
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ａ
「
四
季
の
会
」

船
橋
Ｇ
Ｗ
Ｔ
研
究
会

か
た
ら
い

応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
、
⑴
パ
ズ
ル
の
答
え
、
⑵
お
名
前
、

⑶
年
齢
、
⑷
ご
住
所
、
⑸
電
話
番
号
、
⑹
こ
の
情
報

誌
を
読
ん
で
の
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の

上
、
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の

中
か
ら
、
抽
選
で
十
五
名
様
に
粗
品
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

　

抽
選
の
結
果
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
末
頃
の
粗

品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
抽
選
の

目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

応
募
は
が
き
の
宛
先

　
　
　

〒
２
７
３-

０
０
０
３　
　

　
　
　
　

船
橋
市
宮
本
２
の
１
の
４

　
　
　
　
　
　

船
橋
ス
カ
イ
ビ
ル
１
Ｆ

　
　
　
　

船
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

1 2 3 4 5 6

7

8 8

9 10 11

12 13

14

A

D

E

C

B

タ
テ
の
カ
ギ

１　

�

陸
上
競
技
。
と
て
も
高
い
処
を

越
し
ま
す
。

２　

�

宝
く
じ
、
こ
れ
が
良
い
と
当
た

る
か
な
。

３　

�

千
葉
県
と
東
京
都
の
境
を
流
れ

て
い
ま
す
。

４　

�

社
会
が
向
か
お
う
と
す
る
傾

向
。

　
　

倒
幕
の
○
○
○
が
高
ま
る
。

５　

卵
が
か
え
る
こ
と
。

６　

�

世
間
ず
れ
が
し
て
い
な
い
こ

と
。

10　

�

く
い
ち
が
い
な
く
同
じ
な
こ

と
。

　
　

満
場
○
○
○
で
可
決

13　

野
球
。
失
点
ゼ
ロ
に
抑
え
て

　
　

完
○
○
勝
利
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

�

赤
道
に
向
か
っ
て
い
つ
も
吹
き

ま
す
。
昔
、
こ
れ
を
利
用
し
て

航
海
し
ま
し
た
。

７　

徒
競
走
、
騎
馬
戦
、
頑
張
ろ
う
。

８　

か
も
に
似
た
渡
り
鳥
。

９　

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。

11　

未
○
○
。
○
○
客
。
将
○
○
。

12　

デ
コ
ボ
コ
。
お
う
○
○
。

14　

少
し
だ
け
調
子
を
変
え
る
こ
と
。

問
題　

�

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
マ
ス
目
の
中
の
Ａ
～
Ｅ
ま
で
を
つ
な
げ
て
読
む
と
ど

ん
な
言
葉
に
な
る
で
し
ょ
う
。

答  

□  

□  

□  

□  

□



男性の生き方相談（電話相談のみ）
047－423－0199《専用電話》

　　　　毎週月曜日（祝休日の場合は火曜日）
　　　　19時～21時
自分の生き方、家庭の問題、仕事や健康の悩みなどを
男性相談員がおききします。

各種相談のご案内 （相談無料、通話料は自己負担）

女　性　相　談
毎週月曜日～土曜日　９時～17時
047－423－8745《専用電話》

※婦人相談員が相談に応じます。面接相談は、
　なるべくご予約ください。

千葉県女性サポートセンター
夫や恋人からの暴力に悩んでいませんか？
ひとりで悩まず相談を…
043―206－8002
★面接相談有　平日９時～17時（要予約）
千葉県男女共同参画センター
女性のための総合相談　04－7140－8605《専用電話》
　火曜日～日曜日	 ９時半～16時（　　　　　　 ）
男性のための総合相談　043－285－0231《専用電話》
　火・水曜日	 16時～20時（　　　　　　 ）

女性の生き方相談（完全予約制）
　金曜日　　10時～16時　
第３水曜日　16時半～21時

※女性のカウンセラーが相談に応じます。

女性のための法律相談（完全予約制）
第１木曜日　９時半～14時半
第３月曜日　16時～20時（フェイス５階）
第４水曜日　13時～17時
※女性の弁護士が相談に応じます。

（古紙配合率70%）

365日
24時間
電話相談

　

会
議
室
三
室
、
研
修
室
が
あ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
活
動
や
学
習
を
行

う
団
体
等
に
、
有
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
と
な
り
ま

す
が
、
事
前
に
利
用
者
登
録
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

少
人
数
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

学
習
、
お
し
ゃ
べ
り
の
場
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
で
、

ま
た
個
人
で
も
、
自
由
に
使
え

る
出
会
い
と
交
流
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
で
す
。

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
人

に
つ
き
三
冊
ま
で
の
図
書
を
、

二
週
間
ま
で
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
。

　

貸
し
出
し
の
際
は
、
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
住
所

の
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
年
三
回
リ
ク
エ

ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
の
主
催

事
業
で
は
、子
育
て
中
の
方
が
、

子
ど
も
を
預
け
て
講
座
や
研
修

会
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
無
料

で
保
育
（
定
員
あ
り
）
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
一

歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん

で
、
一
週
間
前
ま
で
の
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、講
座
の
チ
ラ
シ
、

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【開館時間】　月曜日～土曜日　午前９時～午後10時
【休 館 日】　毎週日曜日、祝休日、年末年始
☆�駐車場はありませんので、他の公共交通機関をご
利用ください。

〈交通〉　京成線大神宮下駅下車　徒歩	５分
　　　　ＪＲ船橋駅下車　　　　徒歩	12分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

会 

議 

室

交
流
コ
ー
ナ
ー

図
書
コ
ー
ナ
ー

保
育

船橋駅
JR 総武線

京成本線

●勤労市民センター

●中央図書館

文化●
ホール　

本町通り

至東京
至
津
田
沼

海
老
川

京成
船橋駅

大神宮下駅大神宮下駅

至
上
野

至
東
京

至
千
葉

男女共同参画センター
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コンクール入賞者・作品発表

優秀賞
畑仕事

酸いも甘いも60年
佐藤　弓子

優秀賞
いい夫婦
　口で言うのはたやすいが

德田　勝代

優秀賞
待ってたの

パパに甘える夏休み
堰合　雪江

最優秀賞
育メンと呼ばれるよりもイケメンと

土井　康三

標 語

フォト５７５

「思いやり」 参画社会の パスポート
　　� 海神中学校　１年　石澤　ひな子

あなたらしさを　大切に　一人ひとりが　輝く社会
　　� 旭中学校　２年　池上　絋夢

“ありがとう”　言って広がる　笑顔の輪
　　� 三田中学校　２年　平　夏穂実

一緒だよ　男女の権利　幸せの数
　　� 三田中学校　２年　澁谷　礼子

意識せず　差別なくなる　明るい未来
　　� 金杉台中学校　３年　中村　健志

助け合い　みんなで繋ぐ　絆の輪
　　� 三田中学校　３年　小松　泰斗

さしだす手　ささえる想い　誰にでも　　不破　恵美

価値観を　認めて作る　平等社会　　　　石田　よし子

ありがとう　いつも笑顔の　ほほえみを　清水頭　幸雄
認め合う　男女平等　明日への一歩　　　高橋　律子

中学生の部

一般の部

最優秀賞

最優秀賞

優 秀 賞

優 秀 賞

優 良 賞

優 良 賞

（敬称略）
　男女共同参画に関する標語と、フォト５７５（俳句、川柳
と写真を合わせたもの）のコンクールを行いました。
　たくさんのご応募ありがとうございました。
　今回ご紹介できなかったフォト５７５の優良賞受賞作品は、
当センターホームページにてご覧いただけます。

月曜日が祝日の場合、
翌日火曜日は休み

月曜日が祝日の場合、
翌日火曜日は休み

男女共同参画センター　047-423-0757（予約受付）


